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研究の背景および目的

■おもな研究内容

期待される効果・応用分野

■共同研究・特許など

加工プロセスの高度化の研究

研究分野 成形加工，塑性加工，加工計測，設計

キーワード 塑性加工、欠陥評価、超音波計測、加工特性、マグネシウム合金，アルミニウム合金

生産加工に関する研究内容のため，企業様との研究や学術コンサルティングを積極的に進めている．
また，他機関との連携も進めている．

１．加工における計測
・超音波を用いた金型内のインプロセス計測
・超音波伝播の数値シミュレーションおよび計測実験による摩擦トライボ条件の評価
・画像による加工品のばりおよび欠肉の評価

2. 塑性加工プロセスおよび加工特性の検討
・軽金属合金（KUMADAIマグネシウム合金および高強度アルミニウム合金）の加工特性の評価
・難加工材の高温加工特性の評価
・クラッド材の微細部品成形技術の開発

3．半導体部品関連の研究
・ウェハーテスター触針（プローブ）のトライボ接触条件の評価
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工業製品の高品質化および高機能化をめざし，超音波を利用したインプロセス欠

陥検査法の開発，塑性加工用工具の形状と材料の最適選択，新しい塑性加工シス

テムなどプロセス全体に対する最適化と高度化に関する研究を進めている．

『1. 加工における計測』の研究からは，成形品の全数全自動欠陥検査の実現とトレーサビリティーの確立が期待でき
る．生産における労働力不足の克服と製品の高品質化に有用である．

『2. 塑性加工プロセスおよび加工特性の検討』の研究は，KUMADAIマグネシウム合金や7000系アルミニウム合金の
用途拡大に寄与する．クラッド材の成形加工の研究は，製品のマルチマテリアル化に有用である．

『3．半導体部品関連の研究』は，これまで技術者個人の経験に頼っていたウェハーテスタープローブの設計に対して，
普遍的・体系的な設計法を提案することができる．新しいプローブ形状の設計の要請に迅速に対応することができる．
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